
Hyogo Prefecture

県道加古川小野線｢東播磨道｣全線開通
ひがしはり ま どうか こ がわ お の

位置図 現況写真

開通式典
日 時令和７年11月30日(日) 9:00～11:00

場 所東播磨道小野ランプ付近

主 催兵庫県・東播磨南北道路建設促進期成同盟会

参加者兵庫県知事、国会議員、国土交通省、県議会議員、

加古川市⾧、三木市⾧、高砂市⾧、小野市⾧、稲美町⾧、

播磨町⾧、市町議会議員、地元関係者

内 容式典、テープカット、くす玉開披、パレード
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地域の連携・交流を支える東播磨道が11月30日(日)に全線開通します。

※一般交通開放は11月30日(日)16時を予定しています
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事業箇所

R5.3.21
部分開通
延⾧2.5km

事業概要（東播磨道 北工区）

（１）区 間 ：加古川市八幡町上西条～小野市池尻町
（２）事 業 期 間 ：平成２６年度～令和７年度
（３）総 事 業 費 ：約５５５億円
（４）全 体 延 ⾧ ：６．９km
（５）今回開通延⾧：４．４km

①八幡三木ランプ～小野南ランプ ②小野ランプ

①

②

加古川市 加古川市

美嚢川

やはたちょうかみさいじょう いけじりちょう
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県道加古川小野線｢東播磨道｣の整備効果
ひがしはり ま どうか こ がわ お の

【小野工業団地企業】
採用活動にプラスとなる
ことを期待しています。

【食品業】
臨海部からの通勤が便利に
なるので期待しています。

 東播磨道の全線供用を見据えたひょうご小野産業
団地の整備と企業進出により、約600人の雇用創
出が見込まれるなど地域の活性化に寄与

 産業界では設備投資が進み、通勤時間の短縮や採
用活動にプラスとなることを期待

①地域の連携強化・活性化

全線開通への産業界の期待

・令和３年度整備完了
・全８区画分譲完了
・令和８年度全区画操業開始予定

ひょうご小野産業団地
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 東播磨道未開通時と比べ、全線開通時では加古川市役所から
小野市役所の間で17分移動時間が短縮（38分→21分）される
など、地域の連携や人、モノの交流がさらに拡大
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県道加古川小野線｢東播磨道｣の整備効果
ひがしはり ま どうか こ がわ お の

②安全・安心の確保
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交通渋滞の解消
加古川中央JCT～八幡三木ﾗﾝﾌﾟ開通まで 全線(今回)開通時（見込み）

救急医療の充実

県立加古川医療ｾﾝﾀｰ
各病院が得意とする
科目に合わせて患者
を転院搬送して効果
的な治療を図る「機
能分化」の取り組み
など、地域の医療体
制の強化につながり
ます。
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小野市消防本部
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県立加古川医療センターへの救急搬送件数推移
救急搬送
件数増加

出典：県調べ

●:渋滞が著しい交差点
主要渋滞箇所の他、交差点を通過するのに
信号待ちを3回以上要する交差点

 地域の高度救急医療を担う加古川医療センター(第三次救急医療機関)
へのアクセス時間が短縮され、救急車の稼働率が上がるため、増加す
る救急搬送に対応でき、救急医療体制の強化や救命率の向上が期待

 八幡三木ランプまでの開通により、６箇所の
交差点で渋滞が解消

 全線開通によりさらに３箇所の交差点で渋滞
が解消される見込みで、スムーズな交通とな
り安全性が向上

渋滞解消

上荘橋東詰交差点（東行き）
開通前

開通前

開通後

開通後
上西条交差点（南行き）

至 小野市

これまでの渋滞解消状況

渋滞解消

至 小野市

至 稲美町 至 稲美町

写真①

写真②

かみ さいじょう

かみしょうばしひがしづめ
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東播磨道全線開通記念ウォークの開催
ひがしはり ま どう
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小野高校書道部による

パフォーマンス
ウォーキングの様子

 東播磨道全線開通に先立ち、令和７年９月28日(日)に「東播磨道全線開通記念ウォーク」を開催
 約9,000人の応募者から抽選で招待された約1,000人の参加者が自動車専用道路上をウォーキング
 小野高校書道部によるパフォーマンスなどで会場は大いに盛り上がった

フォトスポットで記念撮影

沿線市町がブースを
出店してPR

(一社)三木市観光協会

(一社)加古川観光協会


